
 〇書くスキルについて  

  １週間の中で３０分間「書くスキル」の時間があります。その授業の中で 
 ⾏っていることを紹介します。 
  書くスキルでは今、はじめ・中・おわりの３つに分けて⽂章を書くことに 
 取り組んでいます。例えば、 

 はじめ  わたしは友だちと公園に⾏きました。 

  中  そこでおにごっこをしたり、サッカーをしたりしてあそびました。 

 終わり  とてもつかれたけれど楽しかったので、また⾏きたいです。 

  上記のような⽂章を視写し、よい⽂の構成を学ぶ・・・５分〜１０分 
  はじめ・中・終わりを意識してから⾃分で⽂章を書く・・・２０分 

  今の段階では、はじめ・中・終わりのそれぞれの内容についてはまだ重視 
 してはいません。３つの構成に分けて⽂章を書けるようになることに重きを 
 置いて取り組んでいるからです。（もちろんよく書けたらそれはすばらしい 
 ことです） 
  これができるようになると、⾃分の考えを発表するときも、３つの構成で 
 考えを頭の中でまとめられるようになるので、まずは、はじめ・中・おわり 
 の構成に慣れることを⽬指します。 

  ぜひ、ご家庭で⽇記を書くときなど、はじめ・中・終わりを意識しながら 
 書いてみてください。とても読みやすく、伝わりやすい⽂章になっていきま 
 す。 



  また、「中」のしっかりした⽇記を書いてほしい場合は、書く際はいろい 
 ろな質問をしてあげるとよいです。低学年の⼦どもは対話をすると、思考が 
 どんどん具体化されるからです。 

 ・何があった︖ ・何⾊だった︖ ・どんなもようだった︖ 
 ・どれくらいだった︖ ・どう思った︖ ・他の物でたとえると︖ 
 ・なんでそう思ったの︖  

  ⾊々な質問の答えに対して、  「とってもいいね、それを⽇記に書いてごら 
 ん」  と⾔う活動を続けていくと、⼦どもたちの⽂章はどんどん⽣き⽣きとし 
 ていきます。  （作⽂はほめられて嬉しい気持ちがすごくすごく⼤切です） 
  ２年⽣で学ぶ作⽂のポイントは次の通りです。 

    ・様⼦を表す⾔葉を⼊れる（擬⾳語、擬態語） 
    ・理由を表す⾔葉を⼊れる（なぜかというと、理由は〇つあります） 
    ・たとえる⾔葉を⼊れる（まるで〜のよう） 
    ・したこと、⾒たこと＋思ったこと、感じたことで書く 

   前ページの⼦どもへの質問も、これらのポイントを引き出せるようなも 
  のになっています。これを意識した作⽂の例が以下のものです。 

 はじめ  わたしは友だちと公園に⾏きました。 

  中  そこで、わたしがすきなおにごっこであそびました。なぜおにごっ 
 こがすきなのかというと、にげているときにつかまりそうになる 
 と、⼼ぞうがどきどきするからです。また、おにのときはあいてが 
 どこににげるか考えながら追いかけるのが、まるでゲームみたいで 
 楽しいからです。今⽇は２⼈ではさみうちをためしてみたら、たく 
 さんタッチすることができて、うれしかったです。 

 終わり  とてもつかれたけど楽しかったので、また⾏きたいです。 

   ２年⽣のうちにこれくらい書けるようになったら⼤したものです。 
   しかし、２年⽣の作⽂ののびしろはすさまじいので、これ以上書ける⼦ 
  どもが現われてきます。書くスキルの授業中に、笑顔で、「先⽣、プリン 
  ト⾜りなくなったからもう１枚ください」という⼦がどんどん登場しま  
  す。今は、なかなか書けずに不安に思っている場合でも、学校の授業や家 
  庭での⽇記を続けることで、どんどん書く楽しさを感じていきます。 
   これからも書く楽しさを⼤切にしながら「書くスキル」の授業に取り組 
  んでいきますので、⼦どもたちの成⻑を楽しみにしていてください。そし 
  て、ぜひご家庭での⽇記のご協⼒をよろしくお願いします。 


